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〈
読
書
感
想
文
の
結
果
〉 

Ａ
・
Ｋ
さ
ん
、
Ｋ
高
校
代
表
に 

 

わ
が
ク
ラ
ス
の
Ａ
・
Ｋ
さ
ん
の
読
書
感
想
文
「
過
去
の
過
ち
か
ら
学
ぶ
事
」

が
本
校
代
表
作
品
（
三
作
品
の
一
つ
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
モ
ー
リ
ス
・
グ
ラ

イ
ツ
マ
ン
著 

原
田
勝
訳
「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
と
ゼ
ル
ダ
」
（
野
は
ら
花
文
庫
）

の
読
書
感
想
文
で
す
。
こ
の
作
品
は
第
２
次
世
界
大
戦
で
迫
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ

人
少
年
の
悲
劇
の
話
で
す
。
ま
ず
愛
知
県
内
で
競
い
、
そ
の
中
の
優
秀
作
品
が

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
彼
女
の
作
品
が
評
価
さ
れ
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
彼
女
の
文
字
は
改
め
て
清
書
の
必
要
が

な
い
ほ
ど
、
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
自
身
の
読
書
感
想
文

に
対
す
る
熱
意
と
誇
り
だ
と
思
い
ま
す
。
い
い
加
減
な
字
だ
と
そ
の
内
容
ま
で

も
い
い
加
減
に
書
か
れ
た
内
容
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
き
れ
い
に
書
け

と
は
言
い
ま
せ
ん
。
人
に
見
せ
る
字
は
最
大
限
丁
寧
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

読
書
感
想
文
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
あ
り
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
あ
り
、
様
々

で
し
た
。
み
ん
な
の
読
書
感
想
文
を
読
ん
で
、
読
ん
で
み
た
い
な
、
と
思
う
作

品
も
若
干
あ
り
ま
し
た
。
今
回
級
友
た
ち
が
読
書
感
想
文
を
書
い
た
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。
全
作
品
を
列
挙
す
る
の
は
大
変
な
の
で
、
複
数
の
人
た
ち
が
読
ん

だ
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

住
野
よ
る
「
君
の
膵
臓
を
食
べ
た
い
」
…
３
人 

沖
田
円 

「
神
様
の
願
い
ご
と
」
…
…
…
３
人 

又
吉
直
樹
「
火
花
」
…
…
…
…
…
…
…
…
２
人 

小
林
照
幸
「
車
い
す
犬
ラ
ッ
キ
ー
」
…
…
２
人 

 

住
野
よ
る
の
他
作
品
「
ま
た
同
じ
夢
を
見
て
い
た
」「
青
く
て
痛
く
て
脆
い
」

も
読
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
太
宰
治
「
清
貧
譚
」
「
人
間
失
格
」
や
カ
フ
カ
「
変

身
」
な
ど
文
学
史
に
載
っ
て
い
る
作
品
の
読
書
感
想
文
も
あ
り
、
少
し
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
作
品
を
読
ん
で
い
る
人
も
結
構
い
ま
し
た
。 

 

 第５號 
発行人:amagata 

 

月
に
１
冊
は
本
を
読
も
う
！ 

  

今
年
の
ク
ラ
ス
目
標
の
一
つ
は
「
月
に
１
冊
は
本
を
読
も

う
！
」
で
す
。
本
を
１
冊
読
む
毎
に
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
い
ま
現
在
ト
ッ
プ
は
Ｔ
・
Ｓ
く
ん
の
１
２
冊
で

す
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
本
が
あ
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
、
今
年

は
ク
ラ
ス
文
庫
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
の
木
箱
に
２
２

冊
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
私
自
身
が
読
了
し
た
本

で
す
。
最
近
や
っ
と
手
に
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
貸
し
出
し
自
由
で
す
。
今
後
も
追
加
予
定
で
す
。
ど
ん

ど
ん
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

【
現
在
の
蔵
書
】 

 

井
上
靖
「
敦
煌
」 

小
川
洋
子
「
博
士
の
愛
し
た
数
式
」 

小
川
糸
「
食
堂
か
た
つ
む
り
」 

遠
藤
周
作
「
深
い
河
」 

海
堂
尊
「
チ
ー
ム
・
バ
チ
ス
タ
の
栄
光
（
上
）」 

海
堂
尊
「
チ
ー
ム
・
バ
チ
ス
タ
の
栄
光
（
下
）」 

北
川
達
夫
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
メ
ソ
ッ
ド
入
門
」 

下
川
裕
治
「
１
２
万
円
で
世
界
を
歩
く
」 

中
野
孝
次
「
清
貧
の
思
想
」 

長
谷
川
英
祐
「
働
か
な
い
ア
リ
に
意
義
が
あ
る
」 

村
上
春
樹
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
上
）」 

村
上
春
樹
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
下
）」 

百
田
尚
樹
「
永
遠
の
０
」 

山
際
淳
司
「
ス
ロ
ー
カ
ー
ブ
を
、
も
う
一
球
」 

由
良
弥
生
「
眠
れ
な
い
ほ
ど
面
白
い
『
今
昔
物
語
』」 

カ
フ
カ
「
変
身
／
掟
の
前
で
」 

カ
ミ
ュ
「
異
邦
人
」 

ス
ペ
ン
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
「
チ
ー
ズ
は
ど
こ
へ
消
え
た
？
」 

フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ 

頭
木
弘
樹
編
訳 

「
絶
望
名
人 

カ
フ
カ
の
人
生
論
」 

ラ
ン
ボ
ウ
「
地
獄
の
季
節
」 

受
験
の
日
本
史
「
日
本
史
重
要
事
件
７
０
」 

受
験
の
日
本
史
「
重
要
史
料
１
１
１
」 

 

文
章
を
書
く
力
を
つ
け
よ
う
！ 

  

一
学
期
は
新
聞
の
社
説
等
で
、
要
約
と
意

見
を
書
く
練
習
を
し
ま
し
た
。
幾
人
か
は
的

確
な
要
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
意
見
を
書
く
場
合
、
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
自
分
の
意
見
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
論
理
的
に
記
述
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
ず
は
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で

い
い
の
で
、
的
確
な
構
成
で
書
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
表
現
力
と
共
に
、
新
聞
記
事

を
読
む
こ
と
で
社
会
的
知
識
（
一
般
常
識
）

の
吸
収
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
二
学
期
は

様
々
な
短
編
小
説
を
読
む
こ
と
で
、
文
学
的

な
芸
術
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

よ
く
読
む
こ
と
は
よ
く
書
く
こ
と 

よ
く
書
く
こ
と
は
よ
く
読
む
こ
と 

 

✐
✐
✐
後
記
✐
✐
✎ 

  

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
「
白
痴
」（
光
文
社
古

典
新
訳
文
庫
）
全
４
巻
が
や
っ
と
出
揃
っ
た

の
で
、
読
み
始
め
ま
し
た
。
訳
者
は
亀
山
郁

夫
氏
で
、
名
古
屋
外
国
語
大
学
の
学
長
で
す
。

氏
は
他
に
も
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
を

数
多
く
翻
訳
し
て
い
ま
す
。
５
、
６
年
前
に

光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
か
ら
出
て
い
る
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
を
す
べ
て
読
み
ま
し

た
。
「
罪
と
罰
」
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
人
の
名

前
は
覚
え
に
く
い
で
す
が
、
人
間
の
深
層
を

探
る
作
品
ば
か
り
で
す
。
個
人
的
に
は
「
罪

と
罰
」
が
好
き
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
読
ん

で
く
だ
さ
い
。 
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